
27 

 

平成３０年度 第１学年 学級活動年間指導計画  多治見市立多治見中学校 

月 期 主な行事 時間 題材名 ねらい 学習活動 生徒への働きかけ 

４ 

１
期 

入学式 

 

学級開き 

１ 新学級への願い 

（１）―ウ 

集団生活における目標や決
まりを共通理解し，主体的に
活動する意欲を育てる。 

どのような学級にしたい
かを交流し，学級の目指す
方向やきまりを確認する。 

積極的に発言する姿を価
値付け，意見を発表できる
雰囲気づくりを大切にす
る。 

２ 組織づくり 

（１）―イ  

組織の役割を理解し，学級の
生活を向上しようと自主的
に取り組む態度を育てる。 

学級組織の役割に立候補
し，役割の決意を述べる。 
役割を決定し，自分の役割
への責任をもつ。 

仲間の励ましを大切にし
て，活動への意欲につなげ
られるようにする。 

３ 家庭学習の仕方 

（３）―ア 

家庭学習の仕方について理
解し，学習習慣を身に付けよ
うとする態度を育てる。 

自主学習ノートの使い方
を理解する。毎日継続する
ことが，学習の定着につな
がることを理解する。 

教科によって様々な学習
方法があることを提示す
る。 
 

５ 

馬籠妻籠 

体験学習 

４ 係活動の充実 

（１）―ア 

役割を確認し，よりよい生活
にするための活動の工夫を
考え主体的に取り組もうと
する態度を育てる。 

役割について個人や班で
振り返り，よりよい活動に
するための工夫を考え交
流する。 

自分の役割にどう取り組
むことで学級に貢献する
ことができるのかを試行
錯誤できるようにする。 

５ 学級目標づくり 

（１）―イ 

学級への願いをもとにして，
他の生徒の意見を尊重しな
がら話し合い活動の仕方を
理解し，学級への所属感を深
める。 

学級の願いを再確認し，個
や集団として１年間の目
標を考える。 
話合い活動を進め，合意形
成を図る。 

理想とする個と集団の具
体的な姿を出し合いなが
ら，自分の意見だけではな
く，仲間の意見を合意形成
する姿を価値づける。 

６ 体験学習の目指す姿 

（１）―イ 

体験学習に向かう心構えを
共通理解し，学級集団として
の目指す姿を設定し責任あ
る行動をとろうとする態度
を育てる。 

体験学習において，どのよ
うな姿を目指すか考える。 
意見交流をし，体験学習の
取り組みについて合意形
成を図る。 

社会的マナーを提示する
ことで，目指す姿を具現化
する。 
日常生活の姿と関連させ
て，取り組めるようにす
る。 

７ 体験学習の振り返り 

（一期の振り返り） 

（２）―ア 

体験学習での成果と課題を
見出し，日常生活での解決策
を考えて自主的に取り組も
うとする態度を育てる。 

体験学習での振り返りを
記述する。 
個と集団で高まったこと
を交流し，日常生活へとつ
なげる意識をもつ。 

具体的な姿をたくさん出
すように働きかけ，よさを
たくさん交流できるよう
にする。 

６ 

２
期 

生徒会 

キャンペーン 

 

前期中間テスト 

８ 日常の充実 

（学級力アンケート考察） 

（１）―ア 

学級力アンケートをもとに
学級の高まりを振り返り，学
級への所属感を深めるとと
もに，課題解決について考え
を深める。 

学級力アンケートの結果
を示し，学級で交流する。 
学級のよさを認め合うと
ともに，これからの課題に
ついて交流する。 

学級力アンケートの結果
から，気付いたことをたく
さん発表し，自分たちのよ
さや成長を実感できるよ
うにする。 

９ 衛生的な給食 

（２）―オ 

衛生的で協働的な給食時間
にするために，協力して取り
組もうとする態度を育てる。 

今の給食の様子を振り返
り，衛生的で楽しい食事に
するためにはどのような
工夫が必要か交流する。 

衛生管理の問題，準備や片
付けといった協力・協調の
精神，時間の確保といった
視点を明確にする。 

10 生徒会キャンペーン 

の振り返り 

（１）―ウ 

学級での生活を振り返り，自
主的によりよい生活をしよ
うとする態度を育て，全校へ
の所属感を高める。 

生徒会キャンペーン活動
の成果と課題を振り返る。 
キャンペーン活動での高
まりを日常活動へつなげ
る。 

全校の一員としてどのよ
うに取り組むことができ
たか，どのように姿が高ま
ったかを視点となるよう
にする。 

11 私の夢と希望 

（３）―ウ 

将来の夢を実現させるため
には，どのような努力が必要
か理解し，前向きに取り組も
うとする態度を育てる。 

作文を読み，感想を交流
し，夢の実現のためには何
が必要かを考える。 

将来の夢が漠然としてい
ても，中学校生活でどのよ
うな力が必要かを考える
視点とする。 

７ 

三者懇談 

 

12 体育祭の計画 

応援リーダー選出 

（１）―ウ 

異年齢集団で取り組む体育
祭であることを理解し，１年
生として主体的に参加しよ
うとする態度を育てる。 

どのような体育祭にした
いか意見交流する。 
応援リーダーを選出し，学
級承認する。 

承認した仲間に対して，自
分がどのように協力して
いくのかを考えるように
する。 

13 夏休みの設計 

（交通マナー） 

（２）―エ 

自転車運転時の交通安全に
関することを理解し，自分の
身は自分で守ろうとする態
度を育てる。 

自転車運転に関わる交通
法令について理解する。 
危険についての認識を高
め，実践につなげる。 

危険を予測することが，安
全につながることを助言
する。 

14 日常の充実 

（学級力アンケート考察） 

（１）―ア 

学級力アンケートをもとに
学級の高まりを振り返り，学
級への所属感を深めるとと
もに，課題解決について考え
を深める。 

学級力アンケートの結果
を示し，学級で交流する。 
学級のよさを認めあうと
ともに，これからの課題に
ついて交流する。 

学級力アンケートの結果
から，気付いたことをたく
さん発表し，自分たちのよ
さや成長を実感できるよ
うにする。 

９ 
３
期 

体育祭 

前期期末テスト 

 

 

後期生徒会選挙 

 

 

 

前期 

まとめの活動 

15 体育祭の取組 

（１）―ウ 

異年齢集団の中で１年生と
しての目指す姿を共通理解
し，学校での所属感を高め
ようとする態度を育てる。 

１年生として，上級生の姿
から学びたいことを交流
し実践につなげる。 

上級生の様子から，自分
たちに取り入れたいこと
を見つけられるようにす
る。 

16 体育祭の 

中間振り返り 

（１）―ア 

体育祭の練習計画をもとに
して，学級としての姿を振
り返り，次の取組に対する
意欲を高める。 

取組の中での個と集団の
成果と課題を交流する。 
練習の仕方や約束につい
て交流し，学級としての意
見を合意形成する。 

現状を正しく把握し，リ
ーダーとしての立場，フ
ォロワーとしての立場か
ら意見を交流できるよう
に工夫する。 

17 体育祭の振り返り 

（２）―ア 

個と集団の成果と課題を振
り返り，日常生活へとつなげ
ていこうとする態度を育て
る。 

頑張っていた個の姿や集
団の姿を交流する。 
学級集団としてどのよう
なよさがあり，どう日常に
返していくかを考え交流
する。 

個と集団の成長をそれぞ
れ振り返り，学級目標に近
づいた姿を明らかにでき
るようにする。 

18 後期組織づくり 

（１）―イ 

役割を確認し，よりよい生活
にするための活動の工夫を
考え，主体的に取り組もうと
する態度を育てる。 

後期に担う役割に対して
どう努力するかを交流す
る。 
仲間の発言に対して，励ま
しの言葉をかける。 

決意をしっかりと語らせ
るとともに，仲間の励まし
を活動への意欲につなげ
られるようにする。 
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月 期 主な行事 
時

間 
題材名 ねらい 学習活動 生徒への働きかけ 

10 

３
期 

後期の動きだし 

 

学級文化活動 

 

 

 

合唱祭に向けて 

19 自分を知ろう 

（２）―ア 

自分自身を振り返るととも
に仲間からの助言を聞き，
自己理解を深める。 

班の仲間のよさをプリン
トに記入する。 
班で交流し，自分のよさ
をまとめる。 

よさをたくさん出すよう
に助言することで，多面
的に見ることができるよ
うにする。 

20 前期のまとめ 

（学級力アンケート考察） 

（１）―ア 

学級力アンケートをもとに
学級の高まりを振り返り，学
級への所属感を深めるとと
もに，課題解決について考え
を深める。 

学級力アンケートの結果
を示し，学級で交流する。 
前回と比較する活動を通
して，学級としての高まり
を認め合う。 

学級力アンケートの結果
から，気付いたことをたく
さん発表し，自分たちのよ
さや成長を実感できるよ
うにする。 

４
期 

21 後期の見通し 
役割分担 
（１）―イ 

後期の活動を見通し，進級に
向けて学級の生活を向上し
ていこうとする態度を育て
る。 

後期の活動を見通す。 
それぞれの期で個・集団と
してどのような力をつけ
ていくか交流する。 

学級解散式に向けて個と
して集団としての具体的
な姿を視点とする。 

22 合唱祭の計画 

（１）―ウ 

合唱祭に向けての見通しを
もち，仲間と協力して取り組
む態度を育てる。 

どのような合唱祭にした
いか願いや理想の姿を交
流する。 
意見交流から学級のスロ
ーガンを決める。 

具体的な理想像を学級で
共有する。 
学級目標と照らし合わせ
た合唱祭の目標をもてる
ように助言する。 

11 

 

後期中間テスト 

 

 

 

合唱祭 

 

23 係活動の充実 

（１）―ア 

学級の生活をよりよくする
ために諸活動の工夫を考え
実践につなげようとする態
度を育てる。 

自分や班の役割に関わっ
て生活を振り返る。 
さらによい生活にするた
めにどのような工夫がで
きるか考え交流する。 

自分の役割にどう取り組
むことで学級に貢献する
ことができるのかを試行
錯誤できるようにする。 

24 男女相互の理解 

（２）―イ 

集団生活において異性を互
いに尊重し合い，共に生きる
社会について理解を深める。 

同じ行動であっても，男女
では受け止め方が異なる
ことを理解する。 
学級の仲間が楽しく生活
するための工夫を考える。 

だれもが充実した生活を
送る学級にするためには
という視点を出しともに
生活しているという意識
をもつ。 

25 合唱祭の取組 
中間振り返り 

（１）―ア 

合唱祭の取組を振り返り意
見交流をすることで，仲間の
よさを認め意欲的に取り組
む態度を育てる。 

取組を通して，気付いた学
級の姿を振り返る。 
残りの取組で大切にした
いことを考え交流する。 

仲間のよい姿を交流し，自
己肯定感を高める。目標の
姿と取組の姿を比較し課
題を明らかにする。 

26 職業講話から学んだこと 

（３）―イ 

職業講話の話から，社会で求
められる姿に迫るために，今
どのような努力が必要かを
考え，実践しようとする態度
を育てる。 

職業講話の内容を再度確
認する。 
自分を振り返り，今努力し
てつけていく能力を考え
る。 

能力を高めるためには，ど
のような実践を積み重ね
ていく必要があるかを考
えられるようにする。 

12 

三者懇談 27 合唱祭の振り返り 

（２）―ア 

合唱祭の取組を通してつけ
た学級集団の力を振り返り，
協力して日常生活を送る態
度を育てる。 

頑張っていた個の姿や集
団の姿を交流し，集団とし
てどのようなよさがあり，
どう日常に返していくか
を考え交流する。 

個としての集団としての
成長をそれぞれ振り返る。 
学級目標と照らし合わせ，
目標に近づいた姿を明ら
かにしていく。 

28 思春期の成長 

（２）―ウ 

異性との人間関係を築くた
めのルールやマナーを理解
する。 

日常生活の中で，どのよう
なことに気をつけて生活
しているか交流する。 
望ましい人間関係の在り
方について交流する。 

共に協力して生活するか
らこそ，だれもが気持ちよ
く生活するために必要な
ことは何か視点を提示す
る。 

29 後期前半の振り返り 

（学級力アンケート考察） 

（１）―ア 

学級力アンケートをもとに
学級の高まりを振り返り，学
級への所属感を深めるとと
もに，課題解決について考え
を深める。 

学級力アンケートの結果
を示し，学級で交流する。 
前回と比較する活動を通
して，学級としての高まり
を認め合う。 

学級力アンケートの結果
から，気付いたことをたく
さん発表し，自分たちのよ
さや成長を実感できるよ
うにする。 

１ 

５
期 

 

 

生徒会 
キャンペーン 
 

30 後期後半の見通し 
 新年の抱負 
（２）―ア 

発表した目標を互いに認め
合いながら，意欲的に生活し
ようとする態度を育てる。 

新年の抱負を個人で発表
し，発表した仲間に対して
班の中で助言し合う。 

堂々とした姿で自分の抱
負を語ることができるよ
うに助言する。 

31 文化継承の会に向けて 

（１）―ウ 

これまでの生活を振り返り，
学級・学年として築いた文化
は何かを話し合い，学級への
所属感を深める。 

学級の誇りとしての文化
は何かを交流する。 
継承の会に向けて，さらに
自分たちの姿を見直す。 

学級力アンケートや行事
の振り返りを参考にしな
がら，集団としてのよさを
再確認する。 

32 文化継承の会向けて 

中間振り返り 

（１）―ア 

これまでの取組を振り返り
意見交流をすることで，仲間
のよさを認め意欲的に取り
組む態度を育てる。 

取組を通して，気付いた学
級の姿を振り返る。 
残りの取組で大切にした
いことを考え交流する。 

仲間のよい姿を交流し，自
己肯定感を高める。目標の
姿と取組の姿を比較し課
題を明らかにする。 

２ 

後期期末テスト 

 

文化継承の会 

 

前期 
生徒会選挙 

33 日常の充実 

（学級力アンケート考察） 

（１）―ア 

学級力アンケートをもとに
学級の高まりを振り返り，学
級への所属感を深めるとと
もに，課題解決について考え
を深める。 

学級力アンケートの結果
を示し，学級で交流する。 
一年を通しての結果を比
較し，学級としての高まり
を共通理解する。 

学級力アンケートの結果
から，気付いたことをたく
さん発表し，自分たちのよ
さや成長を実感できるよ
うにする。 

34 文化継承の会振り返り 

（１）―ア 

先輩の発表から学んだこと
をもとに，先輩になる自覚を
もち，よりよい生活をしよう
とする態度を育てる。 

先輩の発表から学んだこ
とを交流する。 
理想の先輩像を描き交流
する。 

自分たちも先輩になると
いう気持ちで考えるよう
助言する。 

35 

36 

ポートフォリオの作成 

（２）－ア 

これまでの姿を振り返り，こ
れからの自己の生き方につ
いて考え，実践しようとする
態度を育てる。 

１年間の自分の成長とさ
らに伸ばしたい能力につ
いてまとめる。 
班で交流し，仲間からの助
言を受ける。 

仲間を肯定的な視点で見
ることを大切にする。 
助言からひとりひとりが
さらなる工夫点を考えら
れるように助言する。 

３ 

修了式 37 

38 １年間のまとめ 

（２）―ア 

学級の高まりを話し合う活
動を通して，学級の所属感や
連帯感を確かめ合う態度を
育てる。 

１年間を通しての学級の
高まりを理解する。 
仲間や集団のよさを認め
合い，思いを共有する。 

学級力アンケートをもと
にして，高まりを視覚的に
とらえることができるよ
うにする。 

 


